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東日本大震災（２０１１．３．１１）

2

東日本大震災で、岩手、宮城、
福島の３県にある３８０病院の
うち、８割にあたる３００病院
が全壊または一部損壊の被
害を受けた。

読売新聞2011年6月9日

１か月時点では全体の８割が通常診療に回復。
しかし沿岸部の自治体にある病院（１１７施設）
では、全面休診や、診療や手術、検査を制限

するなど、通常通りの診療が行えていない施設
が４割にのぼる。

読売新聞2011年4月14日
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参考記事 2011年 5月16日 読売新聞 朝刊

3

参考記事 2011年 10月23日 読売新聞 朝刊
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ＵＰS提案

電力会社商用電源

非常用発電機

ＵＰＳ
(無停電装置）

常時インバーター方式

停電

電圧異常

発電機より
400Ｖ供給

0.1秒も停止しない

安定
供給

X線診断装置
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ABB社のご説明
ヨーロッパを中心とした電気技術会社
グループ全体で年間売上 4兆円
資本金 2,800億円
従業員 150,000人
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導入事例（JA秋田厚生連秋田厚生医療センター）
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導入実績

・東京都立広尾病院（血管撮影・造影装置）

・JA秋田厚生連秋田厚生医療センター（血管撮影・造影装置）

・市立函館病院（血管撮影・造影装置）

・製鉄記念八幡病院（血管撮影・造影装置）

導入に至った経緯として昨今の異常気象（落雷）における瞬停・停電対策。
万が一カテ中に装置が停止した場合のヒヤリ・ハット対策として導入。

最近ではHybridと言われる手術室に血管撮影・造影装置を導入し手術を行う
施設が増えている。手術室の為、コンセント・照明器具には無停電電源（UPS）回路
が供給されているが、血管撮影・造影装置にはUPS接続されていない。

病院様にはX線診断装置に接続出来るUPSがあるという認識がない。

X線診断装置に接続出来るUPS それがABB！！
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Module式UPSの提案
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• 稼働性の数値を実現し、冗長システムの構築を前提した場
合、非常にコンパクト

＝＞スペース効率約30％UP
• 上記2点を網羅した場合のコストは、約30％削減

※数値は当社比

※バッテリーラックは別途必要
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提案内容（例）

100KVA・X線撮影装置・撮影4分設計UPS構築の場合
50kVA/40kW モジュール 3台構成にて
50kVA/40kW ×2台の冗長構成を構築

UPS・バッテリーラック
9Ahバッテリー240ヶ UPSモジュールラックに搭載
1ラックW730mm,H1980mm,D815mmに集約
重量：1000kg

ブレーカー・トランスラック

1次側電源が3相4線400Vでは無い場合
1ラックW800mm、H1980mm、D1020mmに集約
重量：1200kg

機器発熱量

冷房能力：8.0KW（空調設備必須）
設置場所

医療機器用機械室or電気室
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A系

B系

B系 ＵＰＳが無い場合

１．商用の電気をそのまま供給

２．停電

３．製造装置停止

４．発電機稼働

５．不安定な電気供給

６．安定した電気供給

Ａ系 ＵＰＳがある場合

１．商用の電気をキレイにして

電気を供給している

２．停電

３．ＵＰＳが無瞬断でバッテリー

の電気を供給

４．発電機稼働

５．発電機と同期をとる

６．発電機の電気をキレイにして

電気を供給

電力会社商用電源
3Φ4W・400Ｖ
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個別供給提案のメリット

1. 装置の緊急対応(停電、瞬低、電圧異常）
2. 電源管理が個別に行える

3. 個別の停電点検が可能

4.   常時インバーター方式による安定した
電源の確保

5. 機器更新時にも再利用が可能。モジュールを

増設することで簡単に容量増設可能。
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X線診断機器にUPSを接続する条件

A.UPS接続可能な医療機器
・血管撮影造影装置（アンギオ、心カテ、ハイブリット）

・超電導磁気共鳴診断装置（MRI）
・コンピュータ断層撮影装置（CT）
・一般X線撮影装置（Digital X-ray）

B.接続方法
医療機器とUPSが1対1の個別接続であること

C.2年目以降の保守契約必須
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